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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,8765 3,9113 0,90% 3,86% 3,1210 3,9672

対円 JPY 28,55 28,35 -0,70% -2,54% 35,13 27,63

対ユーロ BRL 4,5302 4,5528 0,50% 3,67% 3,8531 4,6831

対ドル JPY 110,76 110,90 0,13% 1,24% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 129,36 129,07 -0,22% 1,06% 124,62 137,50

Index 72.763 72.840 0,11% -5,70% 88.318 69.069

bps 270,20 274,81 1,71% 16,83% 285,83 142,50

% 11,68 11,40 -2,40% -0,14% 12,40 9,43

% 6,83 6,79 -0,66% 0,59% 7,88 6,21

% 2,3358 2,3358 0,00% 0,78% 2,3691 1,6959

Index 200,39 197,50 -1,44% -2,09% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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ブラジル中銀は先週末の２９日、ウェブサイト上に、①８月１日に期日を迎えるスワップ残高（２８０，４５５枚）は

全額ロールオーバーを実施、②マーケットの状況に応じて流動性の供給と為替相場の安定を目的にスワップ

とクレジットラインによる調整（介入）を実施する、③スワップ介入については制限がない（過去の金額を超過し

ても問題ない）、④金利市場に対しても、潤沢な流動性を国庫庁（財務省）と共同で供給する、との見解を示し

た方針を掲載。「引き続き注意深くマーケットを監視し、必要に応じてあらゆる措置を講じる」とのシグナルを

明確に打ち出しているものの、実際には、レアル安が進行する中で、先週以降スワップによる介入は見送って

いる。ボラティリティが抑制されている、という判断が背景にあると推測されるが、マーケットもそれを見越して

レアル売りにポジションを傾けており、昨日のレアル相場は６月７日以来の水準である３．９１台後半までレアル

安が進行した。経済に対する見通し悪化も継続している。中銀が昨日公表した週次サーベイ（ＦＯＣＵＳ）によ

ると、年末の成長率見通しは１．５５％で維持された一方、２０１９年は２．６０％から２．５０％へ下方修正された

（なお、中銀は今週からレポート形式を変更しており、従来２年間であった見通しを４年間、２０２１年まで拡大

している）。インフレ率（ＩＰＣＡ）見通しも２０１８年が４．００％から４．０３％へ引き上げられた（２０１９年は４．１０％

で不変）。レアル相場見通しは２０１８年が３．６５から３．７０へ、２０１９年が３．６０となっている。


